
可
決
さ
れ
た
議
案

○
平
成
十
五
年
度
札
幌
市
一
般
会

計
補
正
予
算

次
の
内
容
で
総
額
二
億
五
千
二

百
十
九
万
千
円
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

①
新
た
に
北
海
道
か
ら
補
助
の
見

通
し
を
得
た
緊
急
地
域
雇
用
創
出

特
別
対
策
推
進
事
業
に
つ
い
て
所

要
の
経
費
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

②
敬
老
優
待
乗
車
証
交
付
事
業
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
行
う
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
経
費
な

ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

○
札
幌
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
に
関
す
る
条

例
案地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、

民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
指
定
管
理
者
制
度

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
指

定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
す
。

○
財
産
の
無
償
譲
渡
の
件
（
手
稲

山
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設

等
）利

用
者
の
減
少
、
施
設
の
老
朽

化
な
ど
に
よ
り
昨
年
度
末
で
事
業

を
廃
止
し
た
手
稲
山
ロ
ー
プ
ウ
エ

ー
お
よ
び
手
稲
研
修
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
テ
イ
ネ
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス

キ
ー
場
を
経
営
す
る
加
森
観
光
株

式
会
社
に
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
解
体
撤
去
に

必
要
な
多
額
の
費
用
が
不
要
と
な

る
ほ
か
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
運
行

再
開
を
は
じ
め
、
手
稲
山
の
活
性

化
に
資
す
る
事
業
が
、
同
社
に
よ

り
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
札
幌
市
事
務
分
掌

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

な
ど
合
計
十
五
件
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

可
決
さ
れ
た
決
議
案

○
米
国
の
臨
界
前
核
実
験
に
抗
議

す
る
決
議

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

○
都
心
部
の
車
道
石
畳
化
に
関
す

る
陳
情

そ
の
他
の
案
件

た
か
は
し
ひ
で
の
り

高
橋
秀
典
議
員
の
議
員
辞
職
に

つ
い
て
、
許
可
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

出
資
団
体
お
さ
な
い
な
お
や

長
内
直
也（
自
民
党
）

問

市
で
は
職
員
が
出
資
団
体
に

再
就
職
し
た
場
合
、
氏
名
を
含
め

た
再
就
職
先
の
公
表
を
行
う
意
向

を
示
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
出
資
団
体
へ
の
委
託
事

業
の
中
で
、
民
間
企
業
に
再
委
託

し
て
い
る
も
の
は
、
直
接
民
間
に

委
託
し
た
方
が
効
率
的
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答

実
情
を
可
能
な
範
囲
で
市
民

に
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
資

団
体
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
上
で

の
情
報
と
な
り
、
よ
り
透
明
性
が

増
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
出
資
団
体
の
再
委
託
が

必
ず
し
も
非
効
率
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後

は
出
資
団
体
の
見
直
し
の
一
環
と

し
て
、
再
委
託
が
効
率
的
か
否
か

を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

市
役
所
改
革
プ
ラ
ン
と
市

民
自
治
推
進
プ
ラ
ン

む
ら
か
み
か
つ
し

村
上
勝
志（
民
主
党
・
市
民
の
会
）

問

両
プ
ラ
ン
の
策
定
時
期
と
策

定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

「
市
役
所
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、

本
年
十
月
末
を
め
ど
に
市
役
所
内

部
で
素
案
を
策
定
し
、
こ
れ
を
市

民
会
議
に
諮
り
、
来
年
秋
ご
ろ
に

完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

プ
ラ
ン
が
完
成
し
て
か
ら
実
行
す

る
の
で
は
な
く
、
実
施
可
能
な
も

の
か
ら
順
次
行
い
、
ス
ピ
ー
ド
感

あ
る
市
役
所
改
革
を
実
現
す
る
。

ま
た
、「
市
民
自
治
推
進
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
公
募

市
民
や
有
識
者
で
構
成
す
る
市
民

会
議
を
設
置
し
、
市
民
参
加
の
ル

ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
、

来
年
秋
ご
ろ
に
は
策
定
し
た
い
。

い
ず
れ
も
、
多
く
の
市
民
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
プ
ラ
ン
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

不
妊
治
療
に
対
す
る
公
費
助
成

あ
お
や
ま
な
み
こ

青
山
浪
子（
公
明
党
）

問

不
妊
治
療
に
対
す
る
公
費
助

成
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

答

国
に
お
い
て
は
、
不
妊
治
療

に
伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
公

費
助
成
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
不
妊
治
療
費
の

一
部
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。

不
妊
に
悩
む
夫
婦
へ
の
支
援
対
策

は
大
変
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
と
も
国
お
よ
び
北
海

道
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検

市
議
会
だ
よ
り
の
配
布

今
定
例
会
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介

し
た
「
さ
っ
ぽ
ろ
市
議
会
だ
よ
り
」

を
十
一
月
二
十
八
日
�
に
発
行
す
る

予
定
で
す
。
市
役
所
、
区
役
所
、
連

絡
所
、
地
下
街
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

で
配
布
し
ま
す
。

代
表
質
問
か
ら

今
回
の
定
例
会
で
は
、
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
二
日
ま
で
の
三
日
間
の
日
程

で
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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